
1

たんけん工房HP打合せ資料

1. HP編集ツール
• さくらインターネット（プロバイダ）にはレンタルサーバ代500円/月しか払っていない
• プロバイダにWordpressのサポートは期待できない
• オープンソースの無料のWordpress。世界で7000万人、日本で500万人が使用
• Wordpressのシェアは世界で65％、日本では83％でダントツ

2. 利点
• 無料で自由に使えるライセンス形態
• ウェブサイトの管理がしやすい
• ユーザー数が多いためパッチなどのネットの情報が豊富
• テーマやプラグインで拡張が容易

3. 弱点
• インストール数が多いので狙われやすい
• セキュリティ対応は自己責任　→　Wordpressに限らない
• 使い方を教えてくれる電話サポートがない　→　Wordpressに限らない
• システムとプラグインのアップデートが必要　→　Wordpressに限らない

2022年5月22日13時30分～　浦舟福祉複合施設（旧：フォーラム南太田）

【テーマ：サイト管理と事業継続】

▶現状の確認



サイトの管理

• プラグインの提供が中断された時

• データが壊れた時

アップデートで不具合がでたら戻す

• サイトを再構築する

• HPが閲覧できない時

• バックアップを戻す

• 不用なファイルの削除

• 新しいプラグインを探す

バックアップを戻す

• 頻繁なソフトのアップデート • アップデート対応する

ハッキング
システム障害

システム、DB、PRG、プラグイン

• サーバシステムメンテナンス 
• サーバコントロールパネル 
• ファイルマネージャー 
• メーリングリスト編集 
• スクリプト設定

• Wordpress管理 
• ダッシュボード 
• ユーザ登録削除 
• プラグイン追加削除 
• ツールの設定

▶管理者の作業場所

自動/手動
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テストする

テストする

テストする

プロバイダのサイト Wordpressのサイト

• サーバHDDの容量確認

• アクセス数の確認 • セキュリティ検出ログ（WAF）の確認

• 原因を追求して対処
直らない時

• 対応



3

事業継続

• 事故が起きてレンタルサーバのシステムや
データが壊れてHPが使用不能になった場合

• 過去のデータは必要か？

• 不能になった時HPを使わずに集客ができるか？

• HPを作り直すか？ • HPを誰が作るか？

• 大地震 • ハッキング

• プロバイダ経営破綻

• 旧HPが使えるか？

ファクス 電話

▶管理者になる人 • Wordpressの機能をひと通り理解している 
• たんけん工房の仕事の流れを理解している 
• ネットの記事やプロバイダの指示を理解してバグ対応ができる 
• サーバコントロールパネル、テキストエディタを使うことができる 
• Wordpressでサイトの構築ができることが望ましい

• 誤操作▶もしもの時の備え
• プロバイダ事故

• ドメインを取り直すか？

期間 コスト

• 事故対応を誰が決めるか？

• 連絡をどうするか？ • BCPが必要か？
事業継続計画（Business Continuity Planning）

•連絡網 
•被害想定 
•BCP発動基準 
•初動対応 
•代替運用 
•復旧対応
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体制について

• ひとりでは判断できない

• ケガや事故に遭った

• 不具合に気が付かない

• 若いメンバーが必要• 人は年老いる

• 複数人体制が必要

リーダ

HP管理者

体験塾HP作成者

島田さん

布施さん、井上さん、廣瀬

Aさん、Bさん、Cさん・・・

メーリングリストで最新の情報を共有する

管理者用のメーリングリストを
作る必要があるのか？

HP管理者になってもらう

体験塾ちらし作成者 Oさん、Pさん、Qさん・・・

HP作成者になってもらう

• PCが壊れて使えない

▶リスク

管理者や作成者を増やすと個人の作
業量は減るが操作ミスやパスワード
漏えいのリスクは増える

▶ジレンマ

管理者　3名

編集者　14名 購読者　4名

1名

▶現在の体制


